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報 告 内 容 
 
 
 
1.令和３年度実験計画の実施状況(調査含む) 
    

 
 
 
 朱書・・・実施 
 

1) アカモク幼胚基盤散布・培養 
2) アカモク母藻取り付け(大浜海岸)、外洋養殖 
3) 培養アカモクの沖出し外洋養殖 
4) 調査・報告 
5) 収穫・加工、幼胚採取 

 
 
 2.まとめ 
 
 3. 2022 年(令和４年度)の計画(案) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2021年度　酒田港大浜海岸を対象とした藻場実験　予定工程表
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名　　　　称

アカモク幼胚基盤散布、培養

種苗の沖出し外洋養殖

アカモク母藻取付(大浜海岸)

外洋養殖 4222



 
1.令和３年度実験計画の実施状況(調査含む) 
 

1) アカモク幼胚基盤散布・培養 
 
計画 令和３年４月～９月 
実施 令和３年３月５日 
 水産研究所に 300×300×100h(mm)の培養ブロック１０個を提供、アカモク種子を散布後 
山形県水産研究所水槽内で培養を開始する。 
培養状況は 4)水中調査内で報告する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                提供した培養ブロック 
 

2)アカモク母藻取付け(大浜海岸)、外洋養殖 
計画 令和３年３月～４月 
実施 令和３年３月５日 
 

アカモク 20kg 購入大浜藻場海岸実験場所に母藻として設置する。 
設置個所は実験場所の中央部(令和２年設置の Fa ブロック)５箇所全１５個を上部清掃後 
中央部３箇所に母藻を設置し、種子着床後の生育を観察する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          清掃後の Fa ブロック 
 
 
 
 
 
 
 
 
                調査 
 
 
 
              母藻設置後(中央部３箇所) 

 



3) 種苗、水産研究所で培養したアカモクの沖出し(培養ブロックの沖出し) 
 
計画 令和３年９月 
実施 令和３年１０月３０日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



4) 調査報告 平成３年３月５日 第１回(水中部) 
外洋ブロック天端部分及び下方部にもナマコの生息確認、砂浜部分にはクロナマコの生息が確認

された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 調査報告 令和３年１０月１８日 第２回(水槽部内の培養ブロック) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水産研究所内培養アカモク状況確認、約１０センチ程度に成長している。 
(沖出しは１０月３０日に実施) 

 
 
 
 
 
 



 調査報告 令和３年１０月３０日 第３回(水中部) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ブロック天端状況、多年草の藻が繁殖している状況で自然培養のアカモクは確認できない。 
 
 
 
 
調査報告 令和３年１２月２９日 第４回(水中部) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 

左側、沖出し培養ブロックのアカモクは成長しているが外洋養殖用の Fa ブロックにはアカモクは 
確認できない 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
同中央部、沖出しブロックのアカモクの成長確認、最大 70ｃｍまで成長 
外洋養殖用の Fa ブロックにはアカモク確認できない 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 同右側の状況、沖出し培養ブロックにアカモクは確認できるが外洋養殖用の Fa ブロックには確認 
できない 
 
生物調査 
  天端部分にアメフラシや巻貝等が確認されるが、ハタハタの産卵等は確認できない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
曇天のため水中が見えづらいが 1.5ｍ程度に成長し       刈り取り後の状況 
群生している。 
 
 
 
 
 



 
 
2.まとめ 
 

2020 年度に同じ実験を行ったが、水産研究所の水槽で培養していたアカモクが沖出し前に 
食害を受けその後も成長しなかった。 

今年度は、水槽内で１０ｃｍほど培養した後に沖出し、１２月下旬には最大 70 ㎝まで成長し 
今後さらに成長するものと思われます。 
ただし、自然繁殖を目的に行った外洋養殖のアカモクについては成長が確認できませんでした。 
母藻の量不足、設置時期の遅れ、着床面の面積不足、または種子が潮流や波の影響により流れたか 
または、多種の成長により繁殖できなかった可能性など原因は特定できませんでしたが 
アカモクの成長を今後も観察しようと思います。 
また、期待したハタハタの産卵は不漁により残念ながら１２月期には確認できませんでした。 
3 月の調査ではアカモクは１.５m ほどに成長し群生していることが確認されました。 
先端部分の一部を刈り取り胞子の状況を確認しましたがすでに種子が放出されていました。 
放出された胞子が着床し成長を確認できるのは１０月以降になるため２０２２年度の調査過程で 
確認していきます。 
 
3. 2022 年度(令和４年度)の計画(案) 
 

すでに多年草の藻が着床し群生が確認できることから、藻場としての機能は十分期待でき 
また様々な生物の生息も確認できることから、生物共生の場所として一益であると思われます。 
今年度は、生長中のアカモクの種子が 3 月頃放卵されるため実験場所において自然繁殖するのかを 
継続して確認します。 
実験場の藻場において今後 5 年を目途に CO2 の吸収率を算出するため、水中植生調査か生物調査時

に単位面積あたりの海藻類の刈り取り湿潤重量を測定する「坪刈り」を実施します。 
2022 年度の予定工程は以下の通りです。 
 

 

2022年度　酒田港大浜海岸を対象とした藻場実験　予定工程表
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名　　　　称

アカモク自然放卵(大浜海岸)

外洋養殖

備　　考

水中植生調査

水中生物調査

.
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